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( 1 ) なお，アカロフは労働者の努力水準は単に効用に関係するだけでなく，社会的な規範によって
も決まると考えている。これは組織で働くためには労働者仲間や組織に対する共感を持たなけれ
ばならないからである。企業がより高い賃金を労働者に「贈るJ ことは，労働者の企業に対する




























































































確かに効率賃金仮説の中にはワイス (Wei部， 1980 , 1990 , pp .15-42) やマルコムソン (Mal­
comson , 1981) のように異質な労働者を想定している者も存在する。けれども，ワイスマンは
質の高い労働者の生産性が常に質の低い労働者の生産性よりも高いと単純に想定している。そ
れに対して，マルコムソンは労働者の努力水準は単に賃金率だけでなく仲間の労働者の努力水














































U=U(w, e) (3.3) 
となる。質の高い労働者，質の低い労働者が周辺労働市場で雇用される時，それぞれ，
Ul/ =U(ω， e;~) (3.4) 
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U1.=U(ω• ei.lf) (3.5) 
の効用を得る。中核労働市場で働く時，これ以下の効用しか得られないとすると，労働者は中
核労働市場で働こうとはしないであろう。
(3.1) 式と (3.4) 式， (3.2) 式と (3.5)式はから生産性は賃金率の関数であることが分かる。す
なわち，













































































































































rl/ =rl/( ω， μ I/ )<q l/ (W) 
rL=rL ( ω， μ L)<qt( W) 
(4.3) 
(4.4) 































rL' =r/ ( ω， μ t')>rL (5.1) 
となる。すなわち，企業は 2 種類の労働者を区別していた場合よりも要求する生産性を引き上
げる。この時に労働者に支払う賃金率は，
dr/ W ,.= 
dWL 























。 M W WL' WH 賃金率
者が努力をしないことはあらかじめ織り込み済みなので，企業のリスク・プレミアムは労働者
を区別して管理した場合と同一である。そのため，労働者に支払われる賃金率にも変化はない。
この時，労働 1 単位当たりの利潤PH は，
Pl=l1rl+(l-l1)qM_Wll (5.4) 
で、ある。


























UIl' =U(WL• e~) (6.1) 
となる。なお， WL , e~はそれぞ、れ，質の高い労働者が低い職階に継続的に雇用される時に必要
とされる努力水準と受け取る賃金率である。また，図 6 の無差別曲線 Ud はこれと同ーの効用
を示す曲線である。質の高い労働者が別待遇を受けた場合の効用水準がこの水準よりも高い場
合には，質の高い労働者は別待遇の方を望むであろう。これに対応する賃金率と生産性の組み


















































〆三三 r ,/ (W) rdw) 
。 WL Wf/' 賃金率
k:.'_ _ _  _ _ _ _ _ J
関数は，











































階に θλ 低い職階に (1- ()Íi) の割合で振り分けられる。質の低い労働者は高い職階に仇，低
い職階に (1- 仇)の割合で振り分けられる。全体として質の高い労働者の割合は θ，質の低い
労働者の割合は(1-θ) であるから，企業の利潤は，
P'=()θfI' (rH'-ω/I')+(l-())()L'(qM 一ω/1') 
+ {()(1-() /1') + (1-() (1-() /I')} (r L -ωL)-m (6.4) 
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